
問題と目的

近年、特別支援学校の高等部において軽度知的障害

のある生徒が増加してきている。

熊地ら(2012)は、知的障害支援学校教員を対象とし

た「全国の知的障害支援学校のアンケート調査」より、

自閉症スペクトラム障害の人数が全体の６割近くを占

めていること、特別支援学校に在籍している発達障害

児の多くが小・中学校で二次障害を発現させ，そのま

ま転入学しているケースが多いことを明らかにしてい

る。転入学の原因として、学業不振・学習困難に加え、

対人関係の不適応行動、不登校・引きこもりなど二次

障害が多数を占めていたことを報告している。

また、こうした発達障害児が在籍している特別支援

学校では、指導や対応に苦慮し、教職員の専門性や校

内支援体制に多くの課題を抱えているとされている。

また、鈴木・武田ら(2008)は、特別支援学校(病弱)

に在籍する生徒の11.4％がLD・ADHD等(もしくはそ

の疑いのある)で適応障害のある生徒でその割合は３

年間でほぼ倍に増加していると述べている。転入時の

指導上の問題には「対人関係」「情緒の安定」「集団参

加」「安定した登校」に関する問題が大きく、著しい情

緒不安定、パニック、トラウマ、攻撃的な行動、対人

トラブル等もあげられている。

トラウマを抱えた生徒がどのように自尊感情やレジ

リエンスを高めていったかという研究はほとんど見当

たらず、実際に社会参加をしている事例を通して生徒

が心理的問題にどのように対処し、保護者や教師はど

のように支援すべきかを明らかにする必要がある。

そこで本研究では、現在は社会参加しているが、発

達障害、軽度知的障害の二次障害により自尊感情の低

さや集団参加、情緒不安定で困難を抱えていた生徒の

母親に対して、子育てに関する半構造化インタビュー
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らかにされた。しかし、「将来への不安」も常に感じていることが明らかにされた。保護者との連携には、子どもが

褒められ、認められるような肯定的なサポートが重要であり、二次障害に陥り学校生活に困難を抱えていた生徒の
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を通して、インタビュー内容を質的に分析し、母親の

子育てに関する気持ちの変容過程を明らかにすると共

に、支援の在り方について考察することを目的とする。

方法

１.対象者

本研究の調査対象者は、トラウマを抱え不適応状態

である軽度知的障害のあるＡ子(19歳女子)のその母、

Ａ子の特別支援学校中学部・高等部時代の担任教師(本

研究者)と、同じく、トラウマを抱え不適応状態である

自閉傾向のあるＢ男(19歳男子)とその母、Ｂ男の特別

支援学校高等部時代の担任教師である。

２.使用した質問紙

生徒には、Teacher’s Report Form(TRF)、TSCC

-Aの質問紙を用いた。

ASEBAのTRFとは、アメリカの心理学者のT.M.

Achenbachらが子どもの行動や情緒の特徴、および多

面的な問題性を評価する客観的アセスメント指標とし

て開発した、心理社会的な適応/不適応状態を包括的に

評価するシステムである。また、子ども用トラウマ症

状チェックリスト(TSCC：Trauma Symptom
 

Checklist for Children)は、Briereによって作成され

た、自記式質問用紙であり、トラウマ性の体験の後に

生じる精神的反応や心理的症状の評価を目的としてい

る。TSCCは54の質問項目からなり、過少反応(UND)

尺度と過剰反応(HYP)尺度の二つの妥当性尺度と、ト

ラウマ体験に起因すると考えられる六つの臨床尺度が

設定されている。臨床尺度には、不安(ANX)尺度、抑

うつ(DEP)尺度、怒り(ANG)尺度、外傷後ストレス

(PTS)尺度、解離(DIS)尺度、性的(SC)関心尺度があ

る。今回は、子どもに対して性的な内容を質問するこ

とに抵抗する場合に使用する性的関心尺度を含まない

44項目のTSCC-Aを使用した。

３.データ収集方法

母親に対し１対１の半構造化面接技法を用いてイン

タビューを行った。半構造化インタビューで得られた

データから逐語録を作成し、得られた記述をコード化

して、母親のそれぞれの思いを抽出することで内容分

析を行った。子どもを育ててきた中での心理的変化や

「こうしてほしかった」という支援への要望などを含

め、子育ての過程における質問を中心に用意したが出

来る限り調査対象者が自由に語ることができるように

心がけた。分析は木下(2003)の修正版グランデッド・

セオリー・アプローチを用いた。

本研究では、発達障害の二次障害に陥った生徒の経

験を保護者の目から見て、彼らや保護者がどのような

問題に直面し、それらの段階においてどのような支援

を必要としていたかを明らかにする。またどのような

支援によって彼らが自己実現のためのスキルを身につ

けていったのか、母親の語りの中から概念を見出し、

その主観的経験を明らかにすることを目的としている。

一人の発達障害である子どもをもつ保護者の苦悩や悲

しみなど、人間の様々な感情や認識、また、発達障害

の子どもとともに歩んできた親の生きてきた現実を多

面的に理解するためには、既成の概念によってではな

く、親自身の語りの中に説明概念を見出し、そこから

その経験をとらえていく必要があると考えたからであ

る。このような調査者ではなく調査対象者の視点から

現象を理解しようとする視座が質的研究法の特性であ

る(三輪，2010)。

４.倫理的配慮

本研究は、個人情報および倫理面に配慮し行った。

調査対象者に対しては、事前にインタビューの目的、

方法について文章を用いて説明を行い、インタビュー

の参加は自由であること、個人や機関が特定されない

ためのプライバシー保護に関する倫理的配慮、データ

は研究発表の目的以外では使用しないこと、インタビ

ューへの同意後でも随時撤回が可能であること、フィ

ードバックの仕方等について明記した調査依頼書を、

調査者の目前で文書と口頭によって説明を実施し同意

を得た。

研究過程と結果

１.対象者である２人の母親の気持ちの変化を表した

ライフイベントと子どもの適応状況

⑴Ａ子

①Ａ子のTRF、TSCC-Aプロフィール結果

Ａ子が高等部１年生時と３年生時のプロフィールよ

り、１年生時、TRFは、「内向尺度」「外向尺度」「総得

点」ともに臨床域であった。下位尺度のうち、「社会性

の問題」については臨床域であった。また、「不安/抑

うつ」「思考の問題」「攻撃的行動」については境界域

であった。不適応状態であり、配慮の必要な生徒であ

った。しかし、３年生時には「外向尺度」のみ境界域

であったが、他は全て正常域に改善していた。

TSCC-Aについては、「不安(ANX)」「抑うつ

(DEP)」「怒り(ANG)」が準臨床域であった。なお、

Ａ子の知能指数は、WISC全検査IQ68である。

②母の心理状態

Ａ子は身体が小さかったこともあり、幼いころは何

でも「まだ小さいから」と済まされていた。てんかん

の発作を常に起こしていたため、母は病気について心

配し、知的な遅れがあることについては認めたくない

気持ちからそれに気づかないふりをしていた。

小学校に上がりＡ子に数の概念がないことが分かり、

ショックを受けたという。また、毎日続く夜尿に悩む
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日々を過ごし、それは中学２年生まで続いた。１年生

から通常の学級に在籍していたが、５年生で特別支援

学級に在籍した。５年生の担任の先生からＡ子の良い

ところをたくさん教えられることで母も少しＡ子のよ

さを認め穏やかな気持ちになる。同じく５年生で教師

に勧められて療育手帳を取得するが、知的障害である

ことを受け入れられず過ごしてきている。

中学生になると特別支援学校に進学するが、担任教

師からＡ子ができない部分をたくさん指摘され、落ち

込む。子どもが高等部に進学してしばらく、いじめ問

題があったり、母親に対する反抗がひどくなったりし

て母の心理状態もかなり悪い状態となった。中学３年

時に、「Ａ子のことを愛せない」と泣きながら担任に訴

えたこともあった。高等部３年生で、サッカー大会で

活躍したり、学部で取り組んでいる「よさこい」など

に参加したりして積極的に活動している子どもを見て、

母も安心し、学校生活を楽しんでほしいと願う。

卒業後は、作業所で働く我が子が好きな仕事内容で

認めてもらうこともでき、十分な満足感を得ていると

感じている(Figure１)。家庭においても役割があり、

家族の一員としてなくてはならない存在だと感じ、「対

等」の関係になれたと感じるようになる。とてもよい

現在は社会参加しているが二次障害を併発した経験のある生徒への子育てに関する母親の心理的変容

Figure１ Ａ子の母親の気持ちの変化を表したライフイベント図

Figure 2 Ｂ男の母の気持ちの変化を表したライフイベント図
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心理状態である。現在Ａ子は、作業所で継続して就労

を続け、休日は友人と出かけるなど適応状況は良好で

あり、母子関係も良好である。

⑵Ｂ男

①Ｂ男のTRF、TSCC-Aプロフィール結果

Ｂ男のTRFの分析結果については、１年時は、「内向

尺度」が臨床域であったが、３年生時には全領域にお

いて正常域となった。TSCC-Aについては、「不安

(ANX)」「抑うつ(DEP)」が準臨床域であった。な

お、Ｂ男の知能指数は、WISC全検査IQ75である。

②母親の心理状態

Ｂ男の気持ちを受け止めつつ、Ｂ男とそりが合わな

い父親とをつなぐ役割も担っている。父親は育児に対

して熱心だが、一方的であり、Ｂ男の意に沿わないこ

とを押しつけるところがありＢ男と合わないことがあ

る。

Ｂ男は、幼いころはよく泣き、指さしがなく言葉が

あまり出ないため、母親は、子育てに大きな不安を感

じていた。地域の保育園に通う頃から、言葉が出始め

少し安心したという。小学校入学前には校長にＢ男に

ついて話したり、３年生くらいまで何度も手紙や話を

したりするなど、学校に対してＢ男の障害特性につい

て理解を求めてきた。中学校でも同じく理解を求めた

が、入部したクラブでトラブルがあり、Ｂ男が原因の

ようにされたことで母親は悩む。Ｂ男が精神的にしん

どくなると、母にイライラをぶつけ常に聞き役となっ

てきた。

卒業後は、就労移行事業所へ進路をすすめ、現在は

就労し製造業に就いている。適応状態は良好である。

２.インタビューの概念化からカテゴリー、カテゴリ

ーグループへの統合

分析の結果、51個の概念、18個のカテゴリーが生成

され、これらを構成する〔子育ての不安〕〔ソーシャル
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社会人になり、子どもが安定している様子から、子育ての重荷

が減ったと感じること

Ｍ 対等になってきた母子関係

我が子の成長を感じ、将来への不安が少し和らぐことＪ 活躍する子どもの成長を喜

ぶ母親

子どもに友だちができたり、夢中になれることがあることで、

母親も安心すること

Ｉ 子どもが安心することで自

分も安心する母親

Ⅷ 子どもの成長で母も

安定

親がいなくなった後も生活できるよう、子どもには成長してほ

しいと願うこと

Ｎ 将来を考え子どもには一人

前になってほしい

Ⅶ 将来の希望

母親の不安な気持ちを発散することＯ ストレスを溜めないように

心がける母親

状況改善に向けて奮闘しようとすることＦ とまどいながら何とかしよ

うと努力する母

子どものしんどさに直面する度に、母もとまどうことＥ 子育てが上手くいかず、重

荷・責任感を感じて悩む母親

Ⅵ 奮闘する子育て

専門家から適切な時期に子どもへ告知してもらったことが良

かったと感じていること

Ｌ 子どもへの告知が良かった

と思う母親

Ⅴ 子どもへの告知

子どもが褒められ、良い方向に変わる様子を見て、母親も安心

したり、気持ちが楽になること

Ｋ 我が子を褒めたり認めても

らって励まされた母親

Ⅳ ソーシャルサポート

(プラス）

障害のない子の親とは悩みのレベルが違うと思っていることＧ 障害のある子どもをもつ母

親の将来への不安

Ⅲ 将来への不安

振り返って、父親と相談、協力して子どもに関われば、もう少

しうまくいったと思うこと

Ｐ 父親と協力できればよかっ

た

納得はいかない部分もあるが、いじめられたとされる相手の気

持ちも分かるから、うちの子は悪いととらえたこと

Ｈ いじめと捉えられ複雑な気

持ち

どこに相談してよいか分からず、振り返るとあまり相談できて

いないと感じていること

Ｄ 情報をもらえるところが分

からない母親

養育を否定されたり、言動などから教師や専門家を信頼できな

くなること

Ｃ 教師や専門家から養育を否

定された母

Ⅱ ソーシャルサポート

(マイナス）

子どもが不安がる様子を受け、母親も不安になることＢ 子どもが同級生からいじめ

や嫌がらせを受け、悩む母

子育ての上で抱く不安が、蓄積されていくことＡ 不安と心配な子育てⅠ 子育ての不安

カテゴリーの定義カテゴリー名カテゴリーグループ

Table１ カテゴリーグループとカテゴリーの定義
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サポート(マイナス)〕〔将来への不安〕〔ソーシャルサ

ポート(プラス)〕〔子どもへの告知〕〔奮闘する子育て〕

〔将来の希望〕〔子どもの成長で母も安定〕の８個のカ

テゴリーグループが生成された。

母親の気持ちは、漠然とした｛Ⅰ 子育ての不安｝

から友だちとの関係で子どもが辛い経験をすることに

よりさらに強い｛Ⅰ 子育ての不安｝となっていく。

そのような中で、よき理解者となる専門家や教師に出

会うことで｛Ⅱ ソーシャルサポート(プラス)｝｛Ⅴ

子どもへの告知｝、不安も一時和らぐが、母に寄り添え

ない専門家や教師との関わり｛Ⅳ ソーシャルサポー

ト(マイナス)｝によって、心理状態が悪化する。子ど

もに障害があることで、通常の子育てよりも重荷や責

任感を感じ母親に大きな負荷がかかってくる。それで

も何とかしようと｛Ⅵ 奮闘する子育て｝をし、子ど

もに不安なことがあると母親も不安になるが、｛Ⅷ 子

どもの成長で母も安定｝する。子育てに対する重荷や

責任感は、子どもが働き始めたことで、立場を「対等」

だと考えられるようになり、｛Ⅷ 子どもの成長で母も

安定｝につながっている。子どもが自分の手から離れ

ても、生きていけるようになってほしいと｛Ⅶ 将来

の希望｝のが持てるようになる。しかし、障害がある

子をもつ親ならではの｛Ⅲ 将来への不安｝は常に感

じている。不安と安定や希望を繰り返しながらも、現

在の母の心理状態は比較的よい状態で保たれている。

考察

現在は社会参加しているが、発達障害等の二次障害

により自尊感情の低さや集団参加、情緒不安定で困難

を抱えていた生徒の母親に対して、子育てに関する半

構造化インタビューを通して、母親の子育てに関する

気持ちの変容を明らかにすると共に、二次障害の生徒

に対する教育支援について検討し考察する。

〔Ⅰ期 子育ての不安〕

Ⅰ期は、漠然とした｛Ⅰ 子育ての不安｝から友だ

ちとの関係で子どもが辛い経験をすることによりさら

に強い｛Ⅰ 子育ての不安｝となっていく。また、母

に寄り添えない専門家や教師と出合い、｛Ⅳ ソーシャ

ルサポート(マイナス)｝によって、母親の心理状態が

悪化してしまう。子どもは、周りとの関係性の中で学

校や家庭などで困ることが多々ある。子どもが困るこ

とで、養育者は悩むことが多い。また、養育者は子ど

もに関わる問題に対応する必要があり、精神的な問題

を抱えるリスクが高いとされている(鈴木,2017)。ま

た、母親の最も本質的なストレスは、社会の無理解や

偏見、援助のなさや冷淡さから起こる社会的圧迫感と、

障害のある子どもを持つ負担感だと言われている(尾

野，2017)。母親は子育ての中で、育てにくさや違和感

を持ちながら、漠然とした不安を抱く。このような状

態で学校や家庭外で起こるいじめや嫌がらせを子ども

が受け、子どもは集団参加ができなくなったり、情緒

が安定せず母親にイライラをぶつけたりするようにな

る。時には攻撃的な行動がみられるなど二次障害を併

発している子どもと向き合わなくてはならない。周り

にうまく適応できていない子どもの状態を見ることや、

現在は社会参加しているが二次障害を併発した経験のある生徒への子育てに関する母親の心理的変容

Figure３ 発達障害等の二次障害により自尊感情の低さや集団参加、情緒不安定で困難を抱えていた生徒の母親の子育てに

関する気持ちの変容過程
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学校からのトラブルの連絡を受け、母親の不安は高ま

り、ストレスが蓄積されていく。そのような状況の中

で、教師や専門家から養育を否定される、見放された

と感じるような言動を受ける(マイナスのソーシャル

サポート)など、相談するところが分からずに母親が一

人で子育てのしんどさを抱え込んでいる状況が明らか

となった。子どもに障害があることで養育者としての

責任が重くのしかかり、主体的に子育てをするという

気持ちに余裕がない時があった。

また、知的障害として療育手帳を取得したが、詳し

い説明を受けずに過ごしてきた経緯が明らかにされ、

早期の診断、対応や特性など障害への説明が丁寧にな

される必要があることが再確認できた。また、途中で

診断名が変わったという語りもあり、結果的に変更後

の診断名の方が養育者には納得できるものであった。

このことからも、最初の診断時に養育者が納得できる

ような説明がなされていない可能性が見えてくる。

社会的支援として、不安をかかえての子育てにおい

て、支援者は養育者の気持ちに寄り添い丁寧なサポー

トが必要不可欠であると考えられる。

〔Ⅱ期 奮闘する子育て〕

母親も子どもも不安な中でも戸惑いながら何とかし

ようとする母親の姿があり、同じように悩みを抱える

母親同士で相談ができることや、子どもが褒めてもら

ったり認めてもらったりするなどの教師や専門家の関

りが母親の気持ちを安定させる。子どものがんばりの

認知や、子どもとの連帯感は、奮闘する子育てをする

中で、子どもにできることが増えることや養育者の予

測を超えるよき出来事などがあると、母親自身もがん

ばろうと思えていることが明らかにされた。

母親たちに共通することは、母の子育てに関する自

己効力感が低めであることである。母親が子どもに対

して何もできていないなどの語りから支援者は子ども

に対して、教師や専門家が養育者でしかできない、養

育者ができているよき事柄を言葉に出し伝えることで、

養育者の自己効力感を高めることにつながると考える。

母親が学校などに配慮を求めてきたことを教師が受

け止め、適切な対応がなされることや、子どもを肯定

的に見てできたことを褒め、課題があることについて

は母親に責任を負わせず家庭で必要な支援、学校で必

要な支援について共に考え、方向性を決めていくこと

が必要となる。

〔Ⅲ期 子どもの成長で母親が心理的に安定〕

子どもに友だちができたり、夢中になれることがあ

ることで母親も安心したり、活躍する子どもの成長を

見ることにより、将来への不安が和らいでいく。また、

子どもが社会人になり安定して生活を送っている様子

を見て、対等な関係と思えるようになり子育ての重荷

が減ったと感じることが母親の語りから明らかにされ

た。

子育ての中で母親は子どもへの理解が深まり、子ど

もの障害に関する知識を得ていく。子どもの特徴理解

が深まり、社会的支援が十分にあると見通しが立つよ

うになる(鈴木，2017)。また、子どもに対して自分自

身ができることがあると感じ(子育ての自己効力感)、

今までの養育を振り返り、子どもの成長を見ることで

この自己効力感が高まるものと考えることができる。

子どもの感情を言語化することや子どもがサポートを

受け入れ、相談することを通して成功体験を積むこと、

心の回復力を育てることなど二次障害に陥った子ども

への支援と、その養育者への支援、両方への支援を行

うことの重要性が明らかになった。その際、福祉、教

育、医療などの関係機関は、「協働チーム」として同じ

目標、方向性をもって支援していくことが重要である。

本研究の限界

理論的飽和に達するまで、すなわち、理論やモデル

が形をなし、それを使えば新たなデータも説明ないし

了解が可能になるまで、サンプリングは続けられるこ

とになる。理論的飽和とは、カテゴリーを発展させる

中で、これ以上新しい特性、次元、あるいは関係が生

じてこなくなる分析上の一時点である(Strauss &

Corbin,1999)。しかし、本研究において発達障害や軽

度知的障害の二次障害に陥っていたが、現在、就労が

できていて社会的に適応状態にある子どもの母親にイ

ンタビューが可能であったのが２人だけであった。理

論的飽和に達するには十分に至っていない可能性が残

る。今後、同様の研究・分析を続けていくことでより

確かな仮説生成を行っていきたい。
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